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• 主要なアプリケーションの開発（特に最適化）は、計算機開発と同時に、かつ、計算機開

発側と密な議論や検討を重ねながら共同作業で進めるべきである。

• CP-PACSでの経験：設計段階のCPU（メモリやネットワークなども）の動作情報を元
にシミュレータを作成して貰い、それを使ってアセンブラレベルでの最適化などを行っ

た。動作情報の変更も随時反映させる。これにより、非常に高い実行性能が得られた。

また、計算機開発へのフィードバックも。

• 分野の基盤アプリは共同で開発、維持、変更、種々の計算機に対する最適化を行って行

かないと、生産効率が上がらない。

• 分野５の取り組み（別ページ）：格子QCD共通コード、宇宙磁気流体・プラズマコード

• 課題： 予算や人をどうやって確保するか？

• 課題： 中心となって担当する人のキャリアパスをどうするか？

• 計算機構の役割に期待：アプリに精通した人材がコードの最適化や管理を。

• ライブラリの整備、高性能コンパイラの開発などは、計算機開発者、計算機科学者、いろ

いろな分野の研究者が共同行うことが必要。

• スケージュリングなどの運用も大事。効率的なスケジューラーの開発。アプリ側の協力も

必要。ディスク、外部ネットワークなどの周辺環境も大事。






